
「
か
か
り
つ
け
医
で
の

接
種
」
の
方
針
変
更

担
当
課
に
よ
る
と
、
市
内

の
医
療
従
事
者
（
７
８
０
人
）

の
接
種
状
況
は
、
全
員
が
１

回
目
の
接
種
を
受
け
、
５
月

中
に
は
２
回
目
も
終
え
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
施
設
の
入
所
者
（
７

５
１
人
）
も
、
桜
江
町
の
１

施
設
を
除
き
２
回
の
接
種
が

終
了
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
一
般
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
（
約
８
３
０
０
人
）

に
つ
い
て
も
、
今
月
７
日
か

ら
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
の
数
量
や
医

療
機
関
の
混
雑
に
よ
り
、
予

約
が
受
け
付
け
ら
れ
な
い
・

接
種
が
８
月
以
降
な
ど
、
菅

首
相
の
言
う
「
７
月
末
ま
で

に
完
了
」
が
困
難
な
見
通
し

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
市
は
こ

れ
ま
で
「
か
か
り
つ
け
医
で

の
接
種
」
と
し
て
い
た
方
針

を
変
更
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
５
７
０‐

０
５‐

０

８
５
５
）
を
設
置
し
て
、
予

約
が
集
中
し
て
い
な
い
診
療

所
へ
の
変
更
や
予
約
の
前
倒

し
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
対
象
者
全
員
分
の
ワ
ク

チ
ン
を
６
月
末
ま
で
に
確
保

で
き
る
と
し
、
65
歳
以
上
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
７
月
末
ま

で
に
終
了
で
き
る
と
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
か
か
り
つ
け
医
以

外
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
場

合
、
既
往
歴
や
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
へ
の
対
策
と
し
て
、
か

か
り
つ
け
医
の
同
意
を
得
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
と

減
免
基
準
は
同
じ

２
０
２
１
年
度
で
の
国
民

健
康
保
険
料
の
減
免
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
世
帯
の
主
た
る
生

計
維
持
者
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
た
場
合
、
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持

者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷

病
を
負
っ
た
場
合
、
減
免
対

象
と
な
る
保
険
料
の
全
額
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

②
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持

者
の
給
与
収
入
・
事
業
収
入
・

不
動
産
収
入
・
山
林
収
入
の

い
ず
れ
か
が
、
前
年
中
に
比

べ
て
３
割
以
上
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
場
合
、
前
年
の
所

得
額
に
応
じ
て
、
保
険
料
の

全
額
、
ま
た
は
一
部
が
減
額

さ
れ
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
条
件
は

は
２
０
２
０
年
度
で
の
減
免

基
準
と
同
じ
で
す
。
減
免
の

対
象
は
２
０
２
１
年
度
分
の

保
険
料
で
す
。

減
免
の
案
内
は
、
国
民
健

康
保
険
料
の
納
入
通
知
書
に

同
封
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
６
月
の
送
付
後
に
減

免
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。

傷
病
手
当
金
も
支
給

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
、
働

け
な
く
な
っ
た
場
合
、
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
も
傷
病
手
当
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
国
民

健
康
保
険
加
入
者
・
雇
わ
れ

て
い
る
従
業
員
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

人
・
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ

り
感
染
が
疑
わ
れ
仕
事
が
で

き
な
い
人
と
な
っ
て
お
り
、

連
続
し
て
４
日
以
上
休
み
、

給
与
が
出
て
い
な
い
人
（
４

日
目
～
最
長
１
年
６
カ
月
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

適
用
期
間
は
、
２
０
２
０

年
１
月
１
日
～
２
０
２
１
年

６
月
30
日
の
間
で
、
療
養
の

た
め
に
就
労
が
で
き
な
い
期

間
で
す
。
た
だ
し
、
入
院
が

継
続
す
る
場
合
は
、
支
給
を

始
め
た
日
か
ら
最
長
１
年
６

カ
月
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

１
日
あ
た
り
の
支
給
額
に
も

上
限
が
あ
り
ま
す
。

事
業
主
も
支
給
対
象
と
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
江

津
市
で
も
制
度
の
拡
充
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
０
年
度

減
免
件
数
は
43
件

20
日
時
点
で
江
津
市
内
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
経
済
的
な
影
響
は

２
０
２
０
年
か
ら
受
け
て
い

ま
す
。
た
だ
、
国
民
健
康
保

険
加
入
は
３
２
２
３
世
帯
４

５
３
７
人
と
な
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
20
年
度
に
国
保

料
が
減
免
さ
れ
た
の
は
43
件

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
持
続
化
応
援
金
な

ど
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
支
援
の
対

象
者
へ
、
国
民
健
康
保
険
料

の
減
免
申
請
を
積
極
的
に
働

き
か
け
る
こ
と
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
下
で
の
行
政
の
取
り
組

み
と
し
て
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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２０２１年５月２３日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

21
年
度
も
国
民
健
康
保
険
料
減
免
を
実
施

江
津
市
で
は
、
２
０
２
１
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
と
傷
病
手
当
金
の
支
給
を

実
施
し
ま
す
。

減額または免除割合

世帯の主たる生計維持者の

前年の合計所得金額
減額または免除割合

300万円以下 10分の10

300万円超 400万円以下 10分の8

400万円超 550万円以下 10分の6

550万円超 750万円以下 10分の4

750万円超 1000万円以下 10分の2

19
日
、
江
津
市
議
会
の
田

中
利
德
市
議
（
嘉
久
志
町
・

新
政
ク
ラ
ブ
所
属
）
が
、
森

脇
悦
朗
議
長
へ
辞
職
届
け
を

提
出
し
、
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

江
津
市
議
会
の
現
在
の
任

期
で
の
辞
職
は
、
２
０
１
８

年
12
月
の
坪
内
涼
二
氏
（
現

島
根
県
議
）
に
続
く
も
の
で
、

定
数
16
に
対
し
て
欠
員
２
と

な
り
ま
す
。

た
だ
、
補
欠
選
挙
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
と

し
て
は
、
定
数
の
１
／
６
を

超
え
る
欠
員
が
あ
る
場
合
と

さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
補

欠
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

江
津
市
議
会

田
中
利
德
市
議
が
５
月
19

日
付
で
辞
職

65
歳
以
上
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

江
津
市
内
で
も

７
月
末
ま
で
に
完
了
の
見
込
み

19
日
に
行
わ
れ
た
江
津
市
議
会
の
議
員
連
絡
会
で
、
市
内

で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
見

通
し
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。



２
０
２
１
年
度
の
料
率
は

据
え
置
き

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

（
運
協
）
は
、
市
町
村
が
運
営

す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ

い
て
、
審
議
を
行
う
場
と
し
て

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
協
は

被
保
険
者
代
表
・
保
険
医
な
ど

の
代
表
・
公
益
代
表
で
構
成
さ

れ
、
市
町
村
に
よ
る
任
意
の
構

成
員
と
し
て
保
険
者
代
表
も
含

ま
れ
ま
す
（
江
津
市
で
の
構
成

は
下
表
参
照
）
。

今
回
行
わ
れ
た
運
協
で
の
審

議
の
中
心
は
、
２
０
２
１
年
度

で
の
国
民
健
康
保
険
料
の
料
率

で
し
た
。
山
下
市
長
と
保
険
年

金
課
長
か
ら
国
民
健
康
保
険
事

業
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
２

０
２
０
年
度
で
の
一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
57
万
７
０
０
０
円

（
前
年
度
比
６
０
０
０
円
減
）

だ
っ
た
こ
と
、
被
保
険
者
の
所

得
総
額
が
前
年
度
比
で
３
・
４

％
減
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

説
明
が
あ
り
、
そ
の
上
で
、
２

０
２
１
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
の
料
率
に
つ
い
て
、
「
前
年

度
か
ら
据
え
置
く
」
と
諮
問
。

こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
は
質

疑
は
な
く
、
「
据
え
置
き
」
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
承
認
に
従
っ
て
、

市
議
会
に
も
国
民
健
康
保
険
事

業
の
補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

残
高
53
億
９
０
０
０
万
円

基
金
の
活
用
を

一
方
、
山
下
市
長
は
運
協
に

お
い
て
、
自
身
が
副
市
長
に
就

任
し
た
２
０
０
９
年
は
18
億
３

０
０
０
万
円
だ
っ
た
一
般
会
計

の
基
金
残
高
が
、
２
０
２
０
年

度
末
に
は
53
億
９
０
０
０
万
円

と
な
っ
た
と
説
明
し
ま
し
た
。

基
金
と
は
、
自
治
体
が
貯
め
て

い
る
貯
金
を
指
し
ま
す
。

こ
の
説
明
に
対
し
、
委
員
か

ら
は
「
基
金
が
貯
ま
っ
て
い
る

な
ら
、
市
民
の
要
望
に
沿
っ
て

活
用
し
て
は
」
と
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
が
、
市
長
は
「
必
要
な

も
の
に
は
対
応
し
て
い
る
」
と

回
答
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
は
県
下
で
最
下
位
、
今
年

度
で
は
通
院
・
買
い
物
で
困
っ

て
い
る
交
通
弱
者
の
た
め
の
生

活
交
通
の
充
実
が
な
く
、
中
学

生
が
要
望
す
る
街
路
灯
の
新
設

に
も
対
応
せ
ず
、
危
険
空
家
へ

の
対
策
が
進
ま
な
い
な
ど
、
市

民
か
ら
の
要
望
に
対
応
で
き
て

い
な
い
も
の
は
枚
挙
に
暇
が
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
健
康

保
険
料
で
も
、
コ
ロ

ナ
禍
で
経
営
が
厳
し

い
自
営
業
者
の
た
め

に
、
「
据
え
置
き
」

で
は
な
く
負
担
軽
減

を
行
う
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を

や
る
べ
き
で
す
。

そ
も
そ
も
、
基
金
の
原
資
は

市
民
の
税
金
で
す
。
市
民
へ
負

担
増
を
押
し
付
け
、
再
配
分
を

し
て
こ
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
、

残
高
が
増
え
た
と
言
い
換
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
自
治
体
に

は
、
基
金
だ
け
で
な
く
借
金
も

あ
り
、
基
金
残
高
が
増
え
た
か

ら
と
、
湯
水
の
よ
う
に
使
え
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

民
の
要
望
や
暮
ら
し
に
正
面
か

ら
向
き
合
っ
た
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
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50
年
前
、
嘉
久
志
町
か
ら
和

木
町
の
海
岸
線
は
、
美
し
い
白

砂
青
松
の
景
観
で
し
た
。
し
か

し
、
松
く
い
虫
で
松
が
全
滅
し

た
頃
か
ら
、
海
岸
侵
食
が
激
し

く
な
り
ま
し
た
。
原
因
と
し
て
、

江
の
川
の
導
流
堤
に
よ
っ
て
砂

が
東
へ
移
動
し
た
説
、
和
木
海

岸
の
砂
鉄
採
取
に
よ
る
説
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
的
に

海
岸
線
の
後
退
が
問
題
に
な
り
、

日
本
全
体
に
起
き
て
い
る
深
刻

な
事
態
と
し
て
、
本
格
的
な
海

岸
保
全
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

和
木
町
の
真
島
東
側
は
住
宅

地
で
市
道
江
津
敬
川
海
岸
線
も

あ
り
、
山
陰
本
線
も
走
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
対
策
が
急
が
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
海
岸
は
個
人

所
有
で
地
権
者
は
恒
久
的
な
施

設
に
難
色
を
示
し
、
仮
設
的
な

海
岸
保
全
し
か
認
め
な
い
状
態

が
続
き
ま
し
た
。
近
年
、
島
根

県
と
地
権
者
で
景
観
保
全
や
効

果
的
な
侵
食
防
止
な
ど
の
同
意

が
成
立
し
、
海
岸
保
全
地
区
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。

工
法
は
真
島
西
海
岸
で
実
施

さ
れ
、
効
果
が
認
め
ら
れ
た

「
潜
堤
」
と
呼
ば
れ
る
海
面
下

に
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
波
浪

を
抑
え
る
手
法
が
と
ら
れ
ま
す
。

島
根
県
で
は
、
和
木
波
子
海

岸
（
和
木
工
区
）
防
災
安
全
交

付
金
（
侵
食
対
策
）
工
事
と
し

て
、
２
０
１
９
年
度
予
算
に
計

上
。
昨
年
４
月
か
ら
真
島
東
・

海
岸
線
か
ら
約
２
０
０
ｍ
沖
の

海
底
に
東
西
方
向
２
０
０
ｍ
の

横
堤
、
真
島
に
接
し
た
形
で
北

東
１
０
０
ｍ
の
縦
堤
を
設
置
す

る
こ
と
と
な
り
、
昨
年
と
今
年

で
横
堤
が
完
成
し
、
引
き
続
き

縦
堤
の
工
事
に
取
り
掛
か
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

潜
堤
で
は
、
波
消
ブ
ロ
ッ
ク

（
公
称
重
量
20
ｔ
）
を
水
面
下

65
㎝
ま
で
積
み
上
げ
る
た
め
、

船
は
航
行
規
制
を
受
け
ま
す
が
、

こ
れ
で
海
岸
の
北
及
び
北
西
か

ら
の
波
浪
を
抑
え
ま
す
。

た
だ
、
関
係
住
民
か
ら
は

「
真
島
か
ら
新
川
ま
で
海
岸
保

全
を
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
浜

田
県
土
整
備
事
務
所
へ
「
東
へ

工
事
を
進
め
る
計
画
は
あ
る
か
」

と
尋
ね
ま
し
た
が
、
担
当
課
長

は
「
現
時
点
で
計
画
は
な
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
計
画
で
は
、
新
川
河
口
付
近

の
海
岸
保
全
が
困
難
に
な
る
ば

か
り
か
、
波
浪
の
向
き
が
変
わ
っ

た
場
合
、
新
た
な
侵
食
が
起
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

県
が
一
部
と
は
い
え
対
策
を

始
め
て
い
ま
す
。
江
津
市
が
こ

の
機
会
を
活
か
し
、
嘉
久
志
・

和
木
海
岸
全
線
の
侵
食
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

佐
々
木
忠
且

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

嘉
久
志
・
和
木
海
岸
の
侵
食
対
策
を

江
津
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

国
保
料
の
料
率
に
つ
い
て

市
長
か
ら
の
諮
問
へ
答
申

17
日
、
今
年
２
回
目
と
な
る
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
２
０
２
１
年
度
の
国
保
料
の
料
率
に
つ
い
て
、
市
長
か

ら
の
諮
問
を
受
け
、
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

20
日

19
日

17
日

16
日

浅

原

茂

政

長

谷

勝

惠

髙

根

弘

之

大

谷

忠

男

（
92
）

（
87
）

（
75
）

（
89
）

浅

利

町

松

川

町

渡

津

町

渡

津

町

江津市国民健康保険運営協議会委員
区分 委員氏名 備考

被
保
険
者
代
表

池田隆司 元市職員

山口彌生

盆子原健 江津商工会議所

佐々木初美 桜江町商工会女性部

医
師
・
歯
科
医
師

及
び
薬
剤
師
代
表

舩津康裕 医師

應儀一良 医師

佐々木康介 歯科医師

白川憲和 薬剤師

公
益
代
表

井田義道 浅利地域ｺﾐｭﾆﾃｨ交流ｾﾝﾀｰ長

三浦和子 江津市連合婦人会

高橋百合子 江津市民生児童委員協議会

千代延正喜 桜江町商工会

保
険
者

代
表

岩崎哲士 日本製紙株式会社江津工場

梅木浩 全国健康保健協会島根支部


